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ルーシー先生シリーズ⑱ Two Years I n Yuya・Part 1
油谷町での2年間/ パ一卜1

Looki ng back over  t he past  23 mont hs si nce ｌ ar r i ved i n Yuya,  l  r eal i se how much J apan

has shaped my l i f e.  Li vi ng al one i n ａ smal l  r ur al t own i n ａ count r y f ar  f r om home,  t r yi ng t o

speak ａ st r ange new l anguage,  eat i ng unusual  f ood and l ear ni ng f or ei gn cust oms have al l

been chal l enges t hat  have made me ａ st r onger ,  mor e i ndependent  per son.  The pat i ence

and t ol er ance shown by t he peopl e of  Yuya whenever  ｌ make mi st akes or  do t hi ngs di f f er ent l y has t aught

me t o be mor e under st andi ng and f or gi vi ng mysel f .  Your  of f er s of  f r i endshi p and gener osi t y have war med

my hear t  and cast  away t he l onel i ness I  somet i mes f el t  when l  f i r st  ar r i ved i n J apan.  Ｉ hope t he j oy l  have

f ound her e i n J apan mi ght  per haps i nspi r e you t 00 t o embar k on ｅχ ci t i ng advent ur es …

(Ｔｏ be cont i nued next  ｍｏｎt h… )

私か油谷町に来てからの23 ヶ月を振り返ると、日本がどんなに私の人生を方向づけてきたかわかりま
す。家から遠く離れた国の小さな田舎町に1人で住み、新しい未知の言葉を話そうとし、いつもと違った
ものを食べ、 外国の習慣を学ぶことは全て私を強くし、より自立した人になるための挑戦でした。失敗
をしたり違うことをするときはいつも、油谷町の人々の忍耐力と寛大さが、私により理解力をもつこと、
自分自身を許すことを教えてく れました。みなさんの友情や優しさは私の心を温め、日本に初めて来た
ころ時々感じていた寂しさを吹き飛ばしてくれました。私がここ日本で見つけた喜びがあなたを奮起さ
せ、皆さんも胸をわくわくさせるような冒険に乗り出してほしいと思っています。　　（来月に続く… ）
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雲
海
と
聞
く
と
、
山
の
頂

上
に
立
っ
て
眺
め
た
雄
大
な

風
景
を
思
い
出
し
て
、
今
年

の
夏
も
ぜ
ひ
見
た
い
と
思
う

方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

雲
海
と
い
う
の
は
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二
千

メ
ー
ト
ル
以
上
く
ら
い
の
高

い
山
か
ら
見
る
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す
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高
層
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が
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。
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に
な
っ

て
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い
季
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の
現
象

を
見
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で

し
ょ
う
。
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く
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句
詠
む
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余
裕
が
な

か
っ
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か
。
現
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登
山
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、
登
山
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動
車

道
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
ロ
ー

プ
ウ
ェ
ー
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

も
利
用
で
き
、
昔
に
比
べ
て

山
頂
近
く
ま
で
行
く
こ
と
は

容
易
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、

隔
世
の
感
を
覚
え
ま
す
。

山
で
最
も
感
動
的
な
の
が
、

雲
海
な
ど
か
に
太
陽
が
上
が
る
、

ご
来
光
の
瞬
間
で
す
。
ご
来
迎

と
も
い
い
ま
す
が
、
日
の

出
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の
入
り
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と
き
、

高
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に
映
っ
た
自

分
の
影
や
光
の
環
が
見

え
る
様
子
“
ブ
ロ
ッ
ケ

ン
現
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“
を
、
ご
来
迎

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
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